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の様本もその先端部を欠く為:乙j[<<s[な長さは儲かめられない. 怖は 20-25

cm，基部は|吋く，余り心臓形は皇位ず(アナメ A.cribrosum BORY に普通

に見る様な scrollは見られない)縁辺は全縁或いは幾分波うち或いは緩めて

緩い刺状の突起を具えている.又中Jたには 1;;ドの中幼を貫通しているが中防

は幅1.5-2cm位あるも明らかに厚くなっている部はその中央附近のみでそ

の築面之の境は余り判然としない事があり，特に上部では余りはっきりとし

ない場合が多い.業面は平滑で織なく簿い草状で大小多数の干しを有する。孔

は略円形で幾分精円形，卵形のものも混り屡々孔の周縁は一方の面へ向って

まくれる.孔の配置には一定の規則は見られないが概して中肋附近のものが

一般に大形で辺縁附近のものは小形である.大形のものは直径1cm内外あ

る.

子嚢誕は葉商の中部辺の両縁に沿い両面に生ずるが後全面に広がる。

上述の性質から見て本種は北米パγクーパ{附近に産する A.fimbriata 

HARVEYに近いものではないかと思われる。特に特異な茎の形態は即ち周平

にしてその両縁から根状附属物を発する点に於いて共通している.然しその

楽面は大原産のものに於ては平滑で大小多数の孔を有するに反しA.fimbriata 

t乙於いては孔は殆んどなく又は甚だ砂く且つ築面は平滑ではなく多数の敏を

有する点等に於いて異なっている。依ってとの種には新たにA.oharaenseな

る学名を与え，又この発見者なる大里子磯吉氏の名を記念してオホノアナメな

る和名を以ってこれを呼ぼうと忠弘正式の記載文等は何れ規則に従って記

述する筈であるが取りあえずl比処に比の新誌を紹介する次第である。

(北海道大学理学部縞物学教室)

シルヴア博士の来訪

瀬木紀男

緑藻ミ Jレの研究で有名な，米国イりノイス大学教授νJレグァ博士が，パ

ッゴツクで開かれた太平洋学術会議の帰途日本に立寄られ，忙しい旅程をき

いて昨年12月5日小生を訪問した.

同氏とは7年振りに再会し，お瓦に旧交を混めた。かつて小生がパーク

レーの加州大学を訪れた時，パーぺγフス教授の下で研究中であった氏が，
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当時n4>:ではまだ実験段階中であっ
たテ νピを兄に RC.A.ピノレl乙案， ..~ 

してくれたりした~Ji.が今!J!乍ら思い

ill されて 1~l しい。名 ，!i1毛駅9J:u乙降り

立った氏は小さな洗而itrhと}1メラの

みと主とうれ波であった。 ホテノレで小

恕後東山助~I'[物 I~d¥乙案内したが，:.Il[ 

花品i'l物にも淡いiitJRをねち，立に仁i

f生を愛するの熱t.'Iをこめて，砕しく

鍛nし，又多くの自Itりを発したが，
折よく jJill-ぷ主任がいてJ下制に説明し

てくれた。ホインセチアの liijでは

「おおクリスマス，フラワァ ー」と

川|ーんでJ1.7i?にμぴ，又サボテ γの{本

に務;!?をみて前iをしかめたが，その

了".'iTc県立大学にて

rll央 νJレグァ一氏， 左~1Jflì，Jm

弥一郎'γ部長，右端筆者

，'，に米人の，1fいたものを克兄して717うだしたω 又民主イiのl日に米たILl-，之は 7ポKY
ヅサ.イ (匂f盆主;u花ω) かと，，~，

盟 |日，，三重P131午大'下水産学者!:泌知学教引を訪れた。 ここで志摩ri'~ミノレに

ついて興味ある論議をなし，主ま1乙Codiummagnumとナガミノレとの関係に

ついてi:l.:1 1すべき見解を示した。又ミノレのt謀本鍛定を矧んだ処，吏によく研

究した後にしてくれと云って氏の似亙振りを示した。その他ヒロメの総本を

みせたが，外「りにないので非常に珍しがったd おHtSL 日本料到!を会食した

が，そのRILl:(Miff-にもその1，i i の女 I~がスヰ ゼ γ i/ノリ(，;吃~))を持っていたの

で， 之を分けて nい非常に"j>-{んだe お 1~~i'~での討Ih活保 %ζ思わず Jl'Jうだし合つ

た。

午後米I"Itの刊1):苔』誌を見学に行ったが，潮時が恐くて，銑が村正而J'.にkE111 

していなかったけれJ.¥i，}irにのって棋を持上げよく悩祭しねた。 Mしろj析機
に峰大に花刻しているのは H本独特の佼術であるので?託児の凶を見張った。

帰途大学の大将1釆)lJ'11が強風中，ぬかるみの小路 (I，IJsl'lがきりたっている)に

スリップし，前進不能となったが，巧みにパックして引なきを作たのは幸で

あった。

ï' f ぴ :71 T片 j引にMってー討 1 し '~;I ' ln 本 11;1名付 n r'~ ， ~-\ Ji:!(:平)をローママ:で
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表示した地図はないかと尋ねられ，丸;皆兵他を保したが見当らず，後日小生

が写して送る旨約した。又陶器やのれん等日本の優れたデザイ γl乙興味を持

'i?文洋!肢のモデル人形の顔が西洋人であるのをみて，何故東洋人のを使わ

ないかと西11'1衣存に一矢を報いた。

三日聞に豆る日程も何時しか過ぎて夕方愈々離名の時が迫った。駅のプ

ラットホーム迄行っても未だ話しが尽きず，列車発事の為め止むなく悶い握

手を交わし，再会を約して別れを惜しんだ。

(三賀県立大学水時学部)

新著紹介

稲壇賞ー著

日本近海差ナガマツモ族の分類学的研究

K. INAGAKI: A Svstematic Study of the Order 
ChordU1・7・'ale8from Japan and its Vicinity. Sci. Pap. Inst. 

Alg. Res.. Fac. of Sci.， Hokkaido Univ.， 4 (2) : 
87-197， Figs. 1-83， Pls. I-XI， 1958. 

日本近海のナガマツモ放植物は体の成長点1(.重点をおいた KYLIN(1940)の分類法に

よると， 4科. 17属， 29 fiJi， 16品積i己分類されることが，乙の研究によって明らかに 3

れた。第1章ば緒言で，第2章では，体の外形，枝分れの様子，体の基部，体の中紬，成

長J札髄l霞，皮下層，皮周，毛，単子彊，複子盗の順I己分類の摂徴となる要点が述べられ

ているb 乙のなかで，著者;主成長点1(.みられる特有の性質は体が発生の初期にある聞だけ，

はっきりしているもので，成体になると.現在例1長しつつるる若い枝の尖端でも，もはや，

成長点1(.特有な形が失なわれて，普通の校の尖端の組織と殆んど区別ができG くなってい

ることを指摘して，この族の分類には春季にみられる 1mm乃至 2cm程度の幼体を詳し

く観察する必要があることを強調している。第B章の種の記載の項では，かなりの種類に

ついて， ζのような幼体の観察が実際に行われ，体の発生の経過が詳しく述べられている。

記載された 17 属のうちに P8e~tdochoTdα と L、う新属がある。 乙れは， ニセツルモ

Ch01dariα叫日gα;i:i'l'OKIDA 1(.は， ①毛がない，@単子褒!ま同化糸の殿下端の細胞にで

きて，細長い促棒状の形をしている，⑤体が中空でゐる，@第一次の1車部が周辺に肥

大癒合して=次的な基部をつくり， 根様糸iま基部ω周辺か裏面からでる。 などの点で，

Chordaγtα 属と区別されるので，新腐として，山田・時間両教授と連名で発表されてい

る。また，ネパリモ属を2つの節l己分け，体が申空で，鎚屈が多角形の細胞で網状になっ
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